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第１章 京都市の歴史的風致形成の背景 

 

１ 京都市の地形・風土・気候                    

京都市は京都府の南部に位置し，東

には比叡山，東山連峰が優美な姿を見

せ，北は愛宕山，北山の連山がそびえ，

西の諸峰は保津川を挟んで，嵯峨，嵐

山の山渓を作り，南は大阪平野に開け

ている。 
これらの低くなだらかな三方の

山々に取り囲まれる京都盆地は，数万

年前は湖底であったと言われており，

北と東の山々から運ばれる土砂が堆

積し，地盤の隆起とともに生まれ，現

在の東北から西南へのなだらかな地

形の基盤を形成してきたと推定され

る。 
この太古の湖の湖底が堆積物で盆

地化した際に取り残された遺構が，神

泉苑（※１），深泥池（※２），巨椋池

であるといわれており，巨椋池が干拓

された現在，残っているのが神泉苑と深泥池となっている。 
京都における良質の地下水脈も，湖の名残であり，このような良質な水脈が，茶道，

庭園，友禅染や酒，麩，豆腐づくりなどで知られる，京都の産業や文化を育てる基盤と

なっている。 
三山を山々に囲まれた京都盆地では，山々に源流を持つ鴨川や桂川などの清流が，こ

の地形に沿うように市街地を緩やかに南下している。平安遷都から変わらず，後に山紫

水明と称えられるこれらの緑豊かな山々と清流が，１２００年の歴史に培われてきた京

都の歴史的風土の骨格を形成してきたのである。 
 
京都は，太平洋側気候と内陸性気候の特性を併せ持つ。四季の移り変わりが明瞭であ

る一方，夏の蒸し暑さや冬の底冷えは，山に囲まれた盆地都市の宿命でもある。 
このような厳しく多様な気候の中で，京都では四季折々の季節感や美意識が永年にわ

たり育まれてきた。そして，移り行く季節の中で，「花鳥風月」や「雪月花」を愛で，

訪れる季節を迎え，去り行く季節を惜しむ数々の行事や祭事が行われてきた。 
一方で，夏の厳しい蒸し暑さは，住まいや暮らし方に少なからず影響を与えた。例え

ば，伝統的都市住宅である京町家においては，坪庭を設け，打ち水をして涼風を取り入
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図1-1 京都の地形 
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れたり，夏が近づくと風通しの良い建具に入れ替え，夏座敷にしつらえを換えるなど，

先人達の知恵と工夫により京都独特の住様式が形成された。 
 

 
写真1-1 京都市中心市街地から北山・東山を望む航空写真 

 

 

 

※１ 神泉苑 

神泉苑は，もともと湿地帯であったところを活用して，平安京造営の時に作られた庭園である。

常に聖水が湧き出す神泉があることから，神泉苑と名づけられた。江戸時代に徳川家康が二条城

を造営するまでは非常に広大な敷地であったが，現在では二条城の南側に一部が残っているのみ

である。神泉苑には雨の神である善女竜王が祭られている。 

※２ 深泥池 

深泥池は周囲１，５４０ｍ，面積９．２ha の沼地で浮島や貴重な動植物が生息することで知

られており，「深泥池生物群集」として国の天然記念物に指定されている。 
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２ 社会的環境 

京都市域は，東西に２９．１８ｋｍ，南北に４

９．４９ｋｍ，総面積は８２７．９０ｋ㎡である。

約１４７万人の人口を擁し，大阪市，神戸市と並

ぶ近畿地方の大都市の一つである。 
これらの三都市は比較的近接し，三都市を中心

に都市機能が集積する京阪神都市圏が形成されて

いる。 
市街地の三方を山々で取り囲まれている京都は，

約８２，７９０ｈａの市域面積のうち，森林が約

７４％を占め，農地は約３．４％，市街地の面積

（ＤＩＤ地区面積）は市域面積の約１７％に当た

る約１４，０００ｈａとなっている。 
上京区，中京区，下京区，東山区の都心４区を中心とする市街地は，その大半が江戸

時代から明治時代にかけて既に市街地が形成されていた歴史的市街地である。ここでは，

西陣織や友禅等の伝統産業が営まれ，職と住が共存する市街地が広がっている。特に都

心部の四条烏丸周辺はＣＢＤ（中心業務地区），四条河原町周辺はＣＳＤ（中心商業地

区）として，市内のみならず京都都市

圏の中で大きな役割を果たしている。 
一方，市街地西部及び南部には，機

械，電気，化学などの近代工業を営む

工場が多数立地し，「ものづくり都

市・京都」の基盤を形成してきた。 
市街地の周辺部では，壬生菜や聖護

院大根など特色のある京野菜などの

農業生産が営まれ，また，北山では全

国的にも有名な磨き丸太の生産など，

個性的な農林業が営まれている。 
また，学問の都として古くから伝統

を持つ京都は，明治維新後，日本初の

学区制小学校を開校するなど教育を

まちづくりの基盤とし，その後，多く

の国公立，市立大学が創設され，大学

とともに発展を遂げてきたまちであ

る。現在も全国有数の大学都市として

知られ，三方の山すそ部やその内縁部

には，良好な自然環境や歴史的環境に

図1-3 土地利用方針図（都市計画マスタープラン） 

図 1-2 近畿地方における京都市 
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恵まれた低層主体の住宅地が広がる中に，数多くの大学や研究施設が立地し，「大学の

まち・京都」を形成している。京都における成長企業の中には，大学の知的文化資源を

うまく活用して発展した事例も多い。 
現在の京都市内における公共交通ネットワークは，鉄道，地下鉄，バス等で構成され

ており，一部に地域格差が見られるものの，比較的高い密度で整備されている。このう

ち鉄道網は，市街地を中心に東は山科から六地蔵，西は太秦天神川，北は宝ヶ池まで京

都市地下鉄が延びている。大阪から入洛したＪＲや私鉄が中心市街地において利用され

ているほか，中心部から嵐山や鞍馬等へ延びている私鉄も，市民の重要な交通手段とな

っている。 
市内の移動については，私鉄や地下鉄の他に市バスが移動の手段として利用されてい

るが，近年の公共交通機関利用者の推移をみると，鉄道利用は地下鉄の整備などを契機

として通勤目的や自由目的を中心に増加しているものの，バスの利用は出勤目的を中心

に減少傾向にある。さらに，鉄道端末交通手段では，バス利用が減少し，自転車利用が

増加する傾向にある。自転車は，市街地の大部分が平坦で高低差が少ない京都市におい

ては，手軽さ等から，市民にとっては利用しやすい交通手段である。実際，京阪神３都

市の交通手段の利用割合をみると，京都市では二輪車の利用割合が大阪市や神戸市に較

べて高くなっている。 
京都市外からのアクセスは，主にＪＲや私鉄などの鉄道機関や自家用車によるのが一

般的である。道路網として，大阪から京都を経て滋賀に高速道路が延びている。また，

京都高速が一部開通している。 
京都は首都圏という我が国最大の人口集積地域と東海道新幹線によって結ばれてお

り，特に品川駅が開業して以降は，「のぞみ」の増発などにより利便性がより向上して

いる。また，大阪，神戸などの関西の大都市とは，ＪＲ，阪急，京阪などの各鉄道で結

ばれており，奈良とはＪＲ，近鉄，市営地下鉄で結ばれている。 
海外との結びつきについては，ＪＲの特急などで直結している関西国際空港をはじめ，

中部国際空港，成田国際空港からも新幹線で一定のアクセスを確保している。 
この交通アクセスの良さが，全国各地から多くの人々が京都に訪れる背景の一つとな

っている。 
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３ 京都の通史 

京都は，平安京への遷都以降だけをとりあげても，１２００年余の歴史を有する都市

である。 
それ以前の歴史を含め，様々な時代の変遷を経る中で，それぞれの時代に培われ洗練

されてきた文化や生活，そして歴史的な建造物が現在まで継承され，わが国に類を見な

い大変厚みのある奥深い歴史的風致を形成してきた都市である。その重層的な京都のあ

ゆみをそれぞれの時代ごとに俯瞰
ふ か ん

し，都市の形成過程について，文化や生活，歴史的建

造物などから明らかにする。 
 

  平安時代以前 

京都の人々の歴史は，旧石器時代（今から２～３万年前）までさかのぼる。人々は，

狩りをし，草や木の実を採取して，主に京都盆地の周りの山や平地の丘を移動しなが

ら生活していたと思われる。 
縄文時代（約１２０００年～２３００年前）には，人々は京都盆地で生活をはじめ，

狩りや川での漁，木の実の採取を行い，生活していた。京都盆地の各所で縄文時代の

遺物が出土しているが，特に人々が多く住んでいた北白川周辺からは，沢山の土器類

や竪穴住居跡が発見されている。 
弥生時代（約２３００年～１７００年前）になると，稲作が伝わり，京都盆地でも

米づくりが行われるようになる。そのため，水田をつくり易い低地に集落が増加し，

青銅や鉄でつくった刃物などの道具を使う社会になった。水田が多くつくられた京都

市の南部（伏見区あたり）の低い土地からは，当時の遺跡が沢山発見されている。京

都盆地の人々は，農耕技術の伝来により，治水灌漑をすすめて技術の拡大を図った。

この農耕技術や，養蚕・紡績そして機織の技術を伝えたのが，弥生時代から古墳時代

にかけて急速にひろがった渡来系氏族である。 
渡来人の秦氏は，産業に関する新しい知識，特に機織技術に優れていたが，河川の

土木工事の功績も大きく，たびたび洪水の起きていた桂川に大きな堰をつくり，川の

氾濫を防ぐと同時に，川の流れを本流と用水路に分けて，農業用水に利用できるよう

にした。なお , 秦河勝が６０３年に建立した広隆寺は，国宝第１号の

木造弥勒菩薩半跏像
もくぞうみろくぼさつはんかぞう

を安置していることでも有名である。 
奈良時代の末になると，奈良の都（平城京）では，道鏡をはじめとする僧たちが政

治的に力をもち始めたため，桓武天皇は仏教勢力などを政治から遠ざけ，天皇中心の

国をつくるため，長岡京に遷都した。 
しかし，災害などの頻発が，桓武天皇の弟（早良親王）の呪いであるなどとして天

皇を悩ませたり，近くを流れる桂川が洪水を起こしたことなどが原因で，わずか１０

年で平安京に都を移すことになった。 
  

  平安時代 



- 20 - 

京都の都としての歴史は，延暦１３年（７９４），桓武天皇が平安京に遷都の詔を

発したことから始まる。中国か

ら輸入された風水説に基づく

「四神相応」（※１）の条件に適

していたため，京都の地が平安

京の建設地に選定されたと考え

られている。 
平安京の内部の構成を見ると，

朱雀大路を中心として，東西１，

５０８丈（約４．５ｋｍ），南北

１，７５３丈（約５．２ｋｍ），「左京」と「右京」の左右対称の二つの京からなる都

市として計画され,その造営は，これまでの都づくりを集大成したもので，遷都の前年

から延暦２４年(８０５)まで続いた。  
左右対称の都市構造をもつ平安京は，中心軸に朱雀大路が南北にとおり，その南端

が都の正門である羅城門，北端が内裏や大極殿などからなる平安宮に接していた。 
そして，条坊制による碁盤目状の道路が計画的に配置され，以来，現在に至るまで，

格子状の道路配置が京都の都市構造の骨格をなしてきた。 
平安京内の町割の単位は４０丈（約１２０ｍ）四方で，さらに一町の土地を四行八

門に分割された四行八門式の敷地を戸主と呼び，これが１家族の宅地の基準であった。

各町のまわりには築地・板塀・柵などが建てられ，条坊の周囲の築地は厳重に固めら

れたうえ,朱雀大路に面する左右京の坊門は，兵士が警固した。しかし，全京域の長大

な条坊の修理維持は至難であったため，次第に廃亡し，京の住人の動きは自由になっ

ていく。 

 
図1-4 四行八門制宅地割   出典 「平安遷都1200年記念 甦る平安京」 

 

 

 

写真1-2 平安京模型  提供 京都市歴史資料館 
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図1-5 平安時代・院政以前の様子  出典 「京都の歴史１」 

 
平安京の造成の際，川は南北の道路に沿わせて配し，それが東西路と交差するとこ

ろには橋が架けられた。特に堀川は，造都時はもとより，諸物資を運ぶ京中運河の機

能を果たすべく，整備が早くから行なわれた。 
一方，平安京の外郭としては，異民族の進入などの脅威がないという特性から，わ

ずかに九条大路の南辺に羅城とよぶ築地が造られ，南面中央の羅城門があるだけであ

った。 
平安京が成立すると，すべての主要な道は平安京に求心することになり，その中で

も平安京を指す古代最上位の幹線道は，九州大宰府からやってくる山陽道であった。

その他，貴船神社・鞍馬寺への参詣道として利用された鞍馬街道や，鯖街道として知
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られ，京都の北部山間を経て若狭にいく若狭街道は平安期から利用され，西日本と平

安京羅城門を結ぶ西国街道も，起源は平安京成立のころである。 
水運の要所としては，大堰川（桂川）の梅津，ことに木津川・宇治川・桂川の三川

が合流する淀・山崎が，水陸運輸の結節点としてもっとも重要な機能を果たし，平安

京の外港としての役割を担っていた。 
 
計画的に建設された平安京は，貴族の邸宅が区割りされた街区に営まれ，身分的ヒ

エラルキーが居住地にも反映された。平安時代半ば頃には，庶民が集住し商工業都市

の萌芽が見られ，次第に当初の計画理念を離れて都市が変質していった。平安時代初

期に形成された東市，西市は，京人の生活に関係が深かったが，右京が早く荒廃した

ことから，西市は早く廃れ，東市も私店や行商人の発達に押され，１０世紀末には東

西市ともに「無人」といわれるほどになり，１２世紀後半には東市もひどく荒廃した。 
都市住民は，通りに面し築地塀に小屋掛けするなどして，通りに開いて商売を行う

店舗住宅を形成した。通りに面して設けられた建築は，『年中行事絵巻』に描かれてい

るように，祭礼時には桟敷的な空間ともなったとされている。こうした通りに面した

店舗住宅が京都の町家の原型となったと考えられている。鎌倉期には，人々は道路の

一部を宅地として開発が進むこととなる（こうした土地を「巷所」という。）。 
９世紀頃から，天皇の譲位後の住まいである後院が京中に置かれるようになり，１

０世紀頃より度重なる内裏の火災によりそれら京中の邸宅に里内裏が置かれた。１１

世紀になると，白河や鳥羽など平安京の郊外に寺院や離宮，別荘等が建設され，院政

による政治的中心となったため，これらの周辺地域の開発が進み，市街地の範囲が拡

大していった。具体的には，現在の岡崎地区に白河天皇による法勝寺の他，歴代の天

皇・皇族によって六勝寺（法勝寺，延勝寺，円勝寺，最勝寺，成勝寺，尊勝寺），宮殿

が建設された。また，白河上皇，鳥羽上皇の時期には，院御所として鳥羽に鳥羽殿（鳥

羽離宮）や諸寺院が建設された。 
初期の平安京では，遷都の背景の一つである，律令国家の精神的支柱として位置付

けられた南都仏教による政治的腐敗に対し，仏教的影響を断絶するため，京中の寺院

は東西両寺に限られていた。この時代における仏教は，真言宗，天台宗など，加持祈

祷を行なう密教を持ち，皇室や貴族の現世利益をかなえる宗教という性格が強く，基

本的に皇室や藤原氏などの貴族仏教としての性格をもつ。 
平安中期になると，阿弥陀如来による死後の救いを説く浄土教思想が広まり，平安

末期に専修念仏が広まると，もはや仏教は貴族だけのものではなくなり，民衆全体へ

の広がりを見せ，鎌倉新仏教のさきがけとなっていった。 
政治・行政面では，平安時代中期の１０世紀は，政治・行政の基本原理であった律

令体制が変質の段階を迎える。藤原家の勢力が拡大され，藤原家の摂政・関白の就任

などと，天皇・皇族の地位は低下の一途をたどりながらも，律令政治は維持されてき

たが，摂政・関白という天皇に代わる執政官が常置となって，藤原家がこれを占め，
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貴族政治が展開する。そして，中下級の貴族たちが国司として地方行政にあたった。 
また，検非違使庁の機構が整備され，検非違使の公権力も拡大されていき，本来の

警察的職務を超えて，市政にまで介入するようになる。 
１１世紀の中ごろには，院政が開始され，武家が登場する。平清盛は，院政のもと

で栄華を誇り，六波羅に一族の居住区をもって平氏の政権を造り上げた。政治的伝統

をもたず，本来は皇室・貴族の軍事・警察的守護者にすぎなかった武士が，国政を動

かす立場に就いた。しかし，この政権は，背景となる勢力を確立しえず，すぐに崩壊

する。 
１１８５年，朝廷は，平氏の政権を滅ぼした源頼朝の要求を容れて，守護・地頭を

勅許し，１１９０年には源頼朝の上洛と後白河会談が行われ，京都の朝廷は，鎌倉幕

府を国家的・全国的に軍事・警察権を行使する機関と認知し，公武の提携がなされた。 

 

 

平安時代の代表的な建造物 

 この時代の代表的な建造物に，東西両寺，醍醐寺があるが，

西寺は現存していない。現在の教王護国寺（東寺）五重塔は

江戸時代に再建されたものである。醍醐寺は，貞観１６年（８

７４）聖宝が山上に草庵を結び准胝・如意輪両観音像を安置

したのが始まりである（上醍醐）。延長４年（９２６）に下醍

醐が開かれ五重塔などを建立した。平成６年（１９９４）１

２月「古都京都の文化財」として，教王護国寺と共にユネス

コの世界遺産一覧表に登録された。（※２） 

 
※１ 四

し

神
じん

相応
そうおう

 

 四神とは青
せい

龍
りゅう

，白虎
びゃっこ

，朱雀
す ざ く

，玄
げん

武
ぶ

を言い，これを東西南北に配し地形にあてはめて，東

に川，西に大道，南に湖，北に山のある地を四神相応という。元来は中国の思想。日本では

特に宮都を営むのに必須の地形とされ，平安京の場合は，鴨川や船岡山などがあったので相

応の地（東に鴨川，西に山陰道，南に巨椋池，北に船岡山と想定することができる）とされ

たと考えられる。 

 

※２「古都・京都の文化財」 

平成６年（1994）に「古都・京都の文化財」として，『世界遺産一覧表』に登録された。

登録された「古都京都の文化財」は，１７箇所の文化資産（以下，“登録資産”とする）

からなり，これは古都京都の近郊及び周囲をとりまく東山，北山，西山の山麓部を中心に分

散して所在している。このうち京都市内には以下の１４の登録資産がある。 

 賀茂別雷神社（上賀茂神社），賀茂御祖神社（下鴨神社），教王護国寺（東寺），清水寺，

醍醐寺，仁和寺，高山寺，西芳寺，天龍寺，鹿苑寺（金閣寺），慈照寺（銀閣寺），龍安寺，

本願寺，二条城 

写真1-3 醍醐寺五重塔 

提供 醍醐寺
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写真1-5 室町時代の町並みの様子 

 

写真1-4 大報恩寺（千本釈迦堂） 

  鎌倉時代～室町時代 

平安時代の末期から武士の勢力が増し，鎌倉時代に入ると，京都における武家勢力

の拠点である六波羅地域（現在の鴨川東岸の松原通から七条付近）の市街地化も進ん

だ。 
朝廷の政治的権力は衰えたが，平安時代の伝統技術を受け継いだ民衆の手により，

京都は商工業都市として栄え，鎌倉時代以降も日本の文化・経済の中心的地域を保ち，

１３世紀中頃には，これまでの「左京」「右京」から，町小路（現在の新町通）を中心

にして，宮廷に関係する町である「上の町」と商工業者の町である「下の町」に構成

が変化した。 
そして，「問丸」と称される運送業者は，前代以来引き続いて京都の外港として栄

えた淀や桂の津に登場し，活躍を始めた。 
また，鎌倉幕府による街道の整備により，旅宿業者や運輸業者を核とした「宿」が

発達し，旅をいっそう容易なものとした。このため最大の産業地であった京都と諸国

が更に緊密なものとして結びついていった。 
宗教に目をむけると，平安時代末期から鎌倉時代にかけて，浄土思想の普及や禅宗

の伝来の影響によって，新しく仏教宗派が成立した。平安仏教が主として貴族仏教で

あったのに対して，この鎌倉仏教は新たに台頭してきた武士階級（主に臨済宗・曹洞

宗）や一般庶民へと広がっていった（浄土宗・浄土真宗・時宗・日蓮宗）。 
鎌倉幕府滅亡後，後醍醐天皇により建武の中興が始まると，五山は京都本位に改め

られた。 

 

 
室町時代に入ると，京都に幕府が開かれ，

武家政治の拠点となった。この頃から，「洛中」

「洛外」や「上京」「下京」といった呼称が定

着し，上京は公家や武家などの権力者集団の

所在地として，下京は金融業などの集まる経

済機能の中心地として，都市機能が分担され

るようになった。 
 

鎌倉時代の代表的な建造物 

 この時代の代表的な建造物として，大報恩寺本堂

（千本釈迦堂）（国宝），蓮華王院本堂（三十三間堂）

（国宝）が建立されている。 
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また，以前から武

士の信仰を集めてい

た禅宗の五山が定め

られ，臨済宗は幕府

に保護される。室町

時代の初期には南禅

寺などの禅宗と旧仏

教勢力の延暦寺の天

台宗は対立し，初期

の幕府において政治

問題にもなる。 
尊氏の天竜寺船の

派遣に協力した夢窓

疎石らは政治的にも

影響力を持ち，五山

僧が義満時代に日明

貿易を開始する際に

は外交顧問にもなっ

た。このような武家

と仏教界の接近は，

鹿苑寺（金閣寺）などの北山文化や慈照寺（銀閣寺）などの東山文化に見ることがで

きる。 
また，この時代に寺社参詣が庶民の間で流行し始める。 
応仁元年（１４６７）に起こった応仁の乱では，１１年にもわたる長期の戦乱によ

って，京都の市街地は焼土と化し，戦乱により上京，下京のみが都市として存在する

ようになった。両地域の間に 1 本の通りが通ずるのみという状況にまで市街地が大幅

に減少したが，民衆の力により新しい京都の町が造られていく。町は古代の条坊制と

は異なり，道路を挟む両側の家々で構成され（両側町（※１））， 御所の西側に発達し

た商人町から西陣にかけての「上の京」と祇園会の鉾町を中心とする商人町「下の京」

の二つの市街地に凝縮されて復興を遂げていった。 
応仁の乱を契機に，京の住人は自らの生活を守るため，自治組織を展開させ，１６

世紀中頃には，内裏周辺の町が集結し六町を結成した。町々の連合体である町組はこ

の後，下京・上京でも結成され，独自の活動をみせる町組も現れた。 
惣町組織も発展をみせ，下京惣町は，応仁の乱により中断されてきた祇※園祭を再

興し，町衆が祭礼を支えるようになる。 
町衆は惣堂に集い，町のさまざまな問題を衆議した。このように，町や町組は，京 

※正しくは示（左側＝へん）に氏（右側＝つくり）であるが，本文中の表記は「祇」で統一している。 

図1-6 室町時代の京都  出典 「京都の歴史３」 
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の民衆の生活の基盤となっていった。 
都市は小さくはなったが，この時期には公家・武家・僧侶・諸職人・諸商人などが

混在し，諸階層・諸分野が密接に絡み合う密度の高い都市活動が展開し，凝縮された

都市であるがゆえに現代に続く都市文化が熟成された。 
また，この時期には，上京と下京に，京都盆地のなかに点在する門前町（上賀茂や

西ノ京）や津（淀や伏見などの港）などを加えて，洛中と洛外を一体的にとらえて認

識されるようになる。 

 

図1-7 応仁・文明の大乱後～天正１４年（１５８６）頃の様子  出典 「京都の歴史４」 
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  安土桃山時代 

応仁の乱によって荒廃した京都の復興は，織田信長や豊臣秀吉によって進められた。

入洛した信長は，永禄２年（１５６９）に上京と下京を結ぶ室町通に面して，石垣や

天守を備えた城郭（旧二条城）を築造し，洛中の軍事支配を強化するとともに，上京

と下京の一元化を図った。信長の政策を引き継いだ秀吉は，平安京以来の一大土木工

事を行った。 
その一つが京都の城下町化である。天正１５年（１５８７）に大内裏の跡地に本格

的な城郭である聚楽第を建設するとともに，天正１９年（１５９１）には，外的防御

室町時代の代表的な建造物 

 この時代の代表的な建造物として，慈照

寺銀閣（国宝），八坂神社楼門（重要文化

財），伏見稲荷大社本殿（重要文化財）な

どがある。慈照寺（銀閣寺）は，「古都京

都の文化財」として世界文化遺産に登録さ

れている。 

   

 

※１ 両側町 
平安京の当初の計画では，正方形街区を一町とし，その東西にだけ家々が建ち並ぶ「二面町」

が想定されていたが，道が平安京の生活空間の中心となっていったことを背景に東西南北に

家々が建ち並ぶ「四面町」へと変化していった。このように道の重要性が定着するにつれ，正

方形街区の道に面した四面それぞれが「丁」として独立している，「四丁町」が成立し，戦乱

の時代になると，防衛のしやすさ等の理由から，道を挟んで向かい合う二つの「丁」が合同す

るという形で，新たな町が生まれていった。こうした町を「両側町」といい，街路を挟んで亀

甲型をつくる。こうした行列が幾つか集まって親町を形成する。この町が，その後の京都の自

治組織の基盤となっていき，今でも向い側同志で一つの町をつくることで密接に結びあってい

る。 

図1-8 両側町 概念変遷図 
 

写真1-6 慈照寺（銀閣寺） 提供 慈照寺 
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と洪水対策のために洛中と洛外

を区別する土塁（御土居）の築

造に着手した。 
二つ目は，市街地の新しい地

割である。天正１８年（１５９

０），秀吉は，正方形街区の中央

に南北の小路を通し，二つの短

冊形街区に分割した。これが，

現在まで伝わる短冊状の町割り

である。これにより正方形街区

の中央に残されていた空地が開

発され，効率的に土地が利用さ

れるようになった。また，点在

していた寺院を現在の寺町と寺

之内に集めた。 
天正１８～１９年（１５９０

～９１）における京都改造事業

のしめくくりというべき御土居築造が完了した結果，洛中と洛外は明確に区分される

に至る。 
こうした都市改造によって，京都

の町は近世の城下町へと変化し，今

日の市街地にも引き継がれている。 
一方，秀吉は伏見に伏見城を築造

し，京都と大阪を結ぶ交通の要地と

してその周辺を城下町として整備し

た。この城下町の建設は文禄３年（１

５９４）から始まる。この東西約４

ｋｍ，南北約６ｋｍにわたる広大な

新城下町は京都の町の改造と同様に

南北に細長い短冊型の町割りとし，

南北に走る「通り」と，東西に走る

「筋」によって街区を区画し，武家

屋敷で占められた城下町を建設した。

現在の伏見の町は，地形も町の構造

も概ねこの秀吉の城下町造成にその

起源をもっている。 
この城下町の建設により，京都・

図1-9 “御土居”に囲まれた京都の町 出典 「京都の歴史４」 

図1-10 伏見城下町復元図 出典 「京都の歴史４」 

※御香宮は旧位置 
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伏見を結ぶ伏見街道をはじめ，奈良－伏見間に新大和街道，大津より分かれ，伏見・

淀を通り大阪へとつなぐ東海道など，主要街道がすべて伏見へ直結された。 
また，伏見城の外堀として開削された宇治川派流がこの地域の南側に流れ，伏見は

淀川の港湾都市として発展を遂げた。 

 

文化面では，天正４年，京都に南蛮寺と呼ばれたキリスト教の教会が建築され，そ

の布教も本格化し，南蛮文化は京都の新しい風俗となった。 
このような南蛮文化を積極的に取り入れたのが織田信長であり，後継者豊臣秀吉に

も引き継がれ，南蛮風意匠の工芸品が庶民の間に広まった。 
南蛮文化を受け入れる窓口の一つであった堺は，商品流通のルートばかりでなく，

戦国大名が渇望する鉄砲の生産を掌握し繁栄を誇った。そうした堺の町衆である武野

紹 ，千利休によって新しい茶の湯が誕生した。 
茶の湯に用いられる茶入れや茶壷などの茶道具は，財宝の第一位とされ，戦国大名，

さらには天下人の垂涎の的となった。茶の湯の一人者千利休は，天下人織田信長に召

しだされて茶頭となり，つづいて秀吉にも重用されて「天下一の茶湯者」と称され，

京都で活躍するに至った。秀吉は茶の湯を政治的に利用し，禁中で茶会を開いたり，

黄金の茶室の建設や北野の大茶会によってその威勢を世に示した。こうした企図を成

功させたのが千利休であったと言えよう。 
利休の流れをくむ表千家（不審庵），裏千家（今日庵），武者小路千家（官休庵）の

三千家は，現在，市内の上京区にある。 

 
 

 

写真1-8 現在のお土居 

安土桃山時代の代表的な建造物 

 この時代の代表的な建造物として，醍醐寺の三宝

院殿堂（表書院他：国宝・重要文化財），大徳寺唐

門（国宝）など桃山期の特色ある建造物の代表事例

が，現存している。 

また，本願寺飛雲閣（国宝）は，金閣，銀閣と共

に「京の三名閣」の一つに数えられる建築物で，こ

けら葺の三層からなる楼閣建築である。 

 

写真1-7 宇治川派流 

写真1-9 本願寺飛雲閣 
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  江戸時代 

江戸時代に入ると，徳川家康によって二条城が築造され，京都における幕府の拠点

となり，京都は，内裏（現在の御所）と二条城という二つの政治的拠点を持つことに

なった。 
また，江戸幕府は，徳川家の権威を天下に知らしめるため，戦国時代に荒廃した寺

社の伽藍を整備し，寺社の復興に努めた。 
一方，交通運輸の面では著しい進展がみられた。京都は内陸地に位置し，物資輸送

という面から陸路に頼らなければならず，

大量輸送に不便であった。そこで，商工業

の発展の障害であった内陸交通の改善のた

め，徳川政権に河川開発を依頼された角倉

了以は，慶長１１年（１６０６）に大堰川

（桂川）を開削し，丹波との木材運搬を可

能にした。 
更に慶長１６年（１６１１）には鴨川に

沿って高瀬川を開削し，伏見港から直接水

路（運河）による通船を完成させた。それ以降，高瀬川は人と物資の輸送動脈となり，

京都の運輸は飛躍的に伸びを示した。 
諸街道もこの時代に急速に整備され，京都経済を支えた幹線ということでは，大津

からの為登米（のぼせ）を運んだ東海道，伏見からの諸物資の搬送路である竹田街道・

鳥羽街道，丹波地方からの材木や薪炭が運ばれた周山街道と山国街道をあげることが

できる。河川開発では，西高瀬川開削が行なわれ，京都に新しい刺激と景観をもたら

した。 
産業においては，明暦の頃より，西陣機業の発展はめざましく，元禄元年（１７０

０）頃には，織屋５千軒，機数１万台に達していたとされる。更に，染物，陶器，漆

器，銅器など現在に継承されている伝統産業が最盛期を迎えた。 

 
写真1-10 高瀬川（一之舟入と高瀬舟（復元））
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図1-11 延宝・元禄期を中心とした京都の様子  出典 「京都の歴史５」 

 

この時代の町の暮らしは，町
ちょう

単位を基本として営まれていた。その町
ちょう

では，自ら

の生活環境を守り，快適に暮らすために町人同士で「町式目」と呼ばれる町独自の規

則を定めた。 
社会の安定が続くと，経済も順調に成長し，都市住民の生活が豊かになるとともに，

様々な技術の進歩に伴い建築技術も発達した。そして，今日の京町家の原型が形成さ

れ，この京町家は，京都の文化の伝播とともに全国各地に広がり，全国の町家建築に
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大きな影響を与えてきた。 
現在も市内に多数残っている京町家の源流は平安時代まで遡ることができるが，今

日見られるような洗練された京町家の

原型が完成したのは，江戸時代の中期

以降である。技術の発達は，京町家の

なかで営まれる都市住民の暮らしにも

大きな影響を与えていった。奥の庭を

前にした畳敷きの広い座敷では，お

茶・お花・句会などが営まれ，ここで

の情報交換を大切にした大店の暮らし

が，庶民の暮らしにも徐々に広がって

いった。こうした暮らしの文化を背景

として生産された京都の産品は，全国

各地で，「下りもの」として珍重され，

京都の活性化に大きく貢献した。 
また，戦乱から開放された市民は，

古代・中世以来受け継がれてきた遊

山・遊楽といった屋外の遊びを，庶民

の遊びのパターンとして創りはじめた。

この遊びの有様は，「洛中洛外図屏風」

などに描かれているが，四季折々の名

所，参詣する寺社の「京内まいり」が，

京の庶民ばかりでなく，他国の人々に

まで及んで京の価値を生み，「京風」を認識させていった。 
この遊山・遊楽の盛行は江戸中期に入って，全国的な旅行ブームが招来されてくる

と，いっそう拍車をかけられることになり，観光名所・観光寺院・観光土産といった

ものがつくりだされ，さらにこれが各種の京都観光案内書などの出版物を通じて広く

宣伝された。 

 三十三間堂 

豊国廟 

図1-12 洛中洛外図屏風(舟木本) 

(重要文化財)部分  東京国立博物館 所蔵 
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幕末の混乱期には，各地で争いが行われていたが，京都においても， 蛤
はまぐり

御門
ご も ん

の変

により京都の中心部が激戦地となり，現在の中京区・下京区のほとんどの地域が焼失

した（どんどん焼け）。また，伏見や下鳥羽，淀でも大規模な戦闘（鳥羽伏見の戦い）

があり，伏見の町が焼失した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
内裏之図（御所）              山科    

               図1-13 都名所図会      国際日本文化研究センター 所蔵 

江戸時代の代表的な建造物 

 この時代の代表的な建造物として二条城（二之丸（国宝，重要文化財）他）の築造以外に

は，江戸前期に清水寺本堂（国宝），知恩院本堂（御影堂）（国宝），教王護国寺五重塔などが

焼失により再建されている。また，江戸中期から後期頃に花街の一つである島原に角屋（重

要文化財）や，江戸末期には，裏千家住宅（今日庵他）（重要文化財）が建築されている。 

   

 

 

 

写真 1-12 清水寺本堂 

 

写真 1-11 二条城  
提供 元離宮二条城事務所 

 

 

写真 1-13 教王護国寺五重塔 
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  明治時代 

明治になって東京遷都が行われると，京都は首都としての機能を失い，空洞化して

いった。この危機的な状況を打開するため，積極的に近代化への事業や政策が実施さ

れた。 

 

 

 

 

図1-14 慶応４年頃の様子  出典 「京都の歴史７」 
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図1-15 京都町組みの新編成  （上下京両組一覧之図）     京都府立総合資料館 所蔵 

第３代京都府知事の北垣国道が推進した琵琶湖疏水事業は，明治２３年（１８９０）

に竣工し，翌年には疏水を利用した日本発の一般供給用発電所（蹴上発電所）が完成

し，京都の町に電力が供給されるようになり，疏水は京都の近代化を一身に担うもの

になった。 
一方，疏水運河の完成は，直ちに高瀬

川の船運に影響を及ぼすことはなく，鴨

川運河は開かれても，高瀬川は薪炭肥料

など日用品，新運河は山陰・北陸方面の

石材・石炭・木材などの諸物資の輸送と，

水路の機能が分化された。 
明治２８年（１８９５）には，この電

力を利用して日本初の市街電車が開通し

た。 
明治３１年（１８９８）に，市政特例

（東京・大阪とともに府知事が市長を兼務する）が廃止され，京都に初代市長・内貴

甚三郎が就任すると，明治４１年（１９０８）から第二疏水の建設，上水道の建設，

道路拡張の三大事業が着手されるなど，近代都市としての都市基盤整備が行われてい

った。 
日露戦争中には，深草に陸軍第十六師団が設置され，兵舎，兵器支廠などができ，

京都駅と師団を結ぶ軍用道路として師団街道が敷設された。 

写真1-14 現在の蹴上発電所(非公開) 
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一方，室町時代から受け継がれてきた町組は，京都府により上京・下京各３３組に

組み替えられた。各番組では小学校の建営を決定し，明治２年（１８６９）に６４校

の小学校が開校した。この小学校は町組の会所兼小学校として発足し，「番組小学校」

と呼ばれる。 
また，慶応３年には，すでに幕府領の収公が始まり，明治２年には他の藩領も新政

府に奉還されたが，明治４年，最後に残された寺社領の整理がおこなわれ，境内を除

く寺社領が，続く８年には，宗教活動や祭礼に用いられる境内地，社叢などごく周辺

の山林および寺社の買収地などを除くすべての土地が，収公された。この上知令は，

各地に点在する広大な寺社領に加え，京都周辺に多くの境内地を有していた大寺社に

とって，経済的基盤を根底から覆すこととなった。 
こうして上知された土地の一部は，京都の近代化に欠かせぬ諸施設の用地として活

かされた。その代表的なものは学校で，妙法院境内を払い下げられた修道小学校など

がその例である。また，京都の中心部に集中していた寺町の寺院街の一部が，上知の

末に歓楽街として生まれ変わった。これが，現在の新京極である。 
山林については，旧藩及び寺社所有の山林はことごとく官有林となったが，京都府

はこの官林について明治３年に官林掛を設けて植林や維持管理に努めるとともに，民

間に対しても明治４年「稚松伐採取禁止」を布達したのを始め，翌５年には目通りの

周囲３尺以上の樹木の伐採及び山林１反以上の伐採を許可制とした。さらに明治１０

年代に入ると共有林の養成などの植林の奨励や濫伐禁止，火入れ取締りなどの山林保

護，育成の施策を打ち出した。これは

維新当時の戦乱と明治１０年代に入っ

てからのインフレによる木材需要の増

大に伴なう山林の荒廃に対処しようと

したものである。そしてこれらの山林

保護の施策は自然環境保全の大きな力

となった。 
明治２８年（１８９５）には，平安

神宮が建てられ，「平安京遷都千百年

祭」が盛大に行われた。平安神宮（市

指定文化財）には桓武天皇が祀られることとなる。また，平安時代から幕末維新まで

の時代を現す行列を行う時代祭が始まった。 
三条通りは東海道の西の起点であり，高瀬川の船着場に隣接していたこともあり，

諸国問屋や飛脚問屋，両替商，旅籠等が集積し，近世京都のにぎわいの中心の一つで

あった。明治になって郵便局や電信局，その他運輸，出版などの業種が立地し，また

銀行，保険会社も集まるなど，都心的機能がさらに強化された。 
まず三条東洞院に集書院や西京郵便役所，さらに三条東洞院通りの向かいに電信分

局が，それぞれ洋風木造２階建てで建てられ，新しい景観が出現した。 

 

写真1-15 平安神宮（建設当時） 

出典 「平安神宮百年史（平安神宮）」京都府総合資料館 所蔵
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明治後半以降，三条通りには，中央郵便局（現中京郵便局）（旧庁舎外観：市登録

文化財）のほか，第一銀行京都支店（現みずほ銀行京都中央支店），日本銀行京都支店

（現京都文化博物館別館）（重要文化財）等の煉瓦造建築が建ち並んだ。 
明治後期は，京都の近代化が進む中で，三条通りに限らず，郵便局や銀行，工場，

大学，商店などが煉瓦造や石造の洋風建築として次々と建てられ，東山七条に帝国京

都博物館（現京都国立博物館本館）（重要文化財）が竣工するなどした。一方，京都鉄

道二条駅（旧二条駅舎）（市指定文化財，梅小路蒸気機関車館に移築）など，和風意匠

を取り入れた近代和風建築が建築された。 

 

       

  大正～昭和時代初期 

大正７年（１９１８），

京都市は周辺の市街化の

進んでいた１６町村を編

入し，市域の面積は約２

倍となり，大正８年の都

市計画街路決定による道

路整備，市電敷設が進む

のに伴い，新しい住宅地

開発が行われるようにな

った。大正初期に住宅開

発が行われた石塀小路地

区は，当時の景観がほぼ

そのまま現在に受け継が

れており，石塀・石畳に

より構成される路地空間

は他に類のない独特なも

明治時代の代表的な建造物 

 

図1-16 大京都市街地図 新旧比較図（昭和6） 

京都府立総合資料館 所蔵

 
写真1-16 旧日本銀行京都支店 
（現 京都文化博物館 別館） 

提供 京都府京都文化博物館 

 

写真1-17 旧二条駅舎 
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のであり，非常に貴重な歴史的景観を有している場所である。 
その後，大正１１年に都市計画区域が決定し，大正１５年に歴史的市街地周辺の土

地区画整理事業が，昭和５年に風致地区，第１期下水道築造が認可されるなど，都市

計画施設の認可が進み，翌６年に伏見市を含む１市３町２３村の大編入が実現して，

「大京都市」が実現した。 
昭和７年（１９３２）には人口１００万の大都市となった。これは前年に，周辺市

町村の大合併がおこなわれ，市域が一挙に４.８倍にも拡大したことによる。 
産業界では，第１次世界大戦の時期に，機械・電機・化学工業が著しく台頭した。

一方，電燈・電気事業関係や銀行の合併・買収が進み，企業集中が進行した。伝統産

業においても，機械製造の普及，技術・意匠・品質の改良などに重点をおいて，近代

化が進められた。     
また，町村の編入や工場の設立は市内の労働人口を増加させ，日用品流通機構の整

備が必須となり，大正７年に，公設市場の開設がはじまり，昭和２年（１９２７）に

は日本最初の京都市中央卸売市場が開設された。 
都市開発が進む中で，景観や文化遺産の破壊，消失に対する危惧が高まっていく。 
明治初期から景観上重要と判断された森林は，禁伐林に編入され，ほとんど手を付

けない状況におかれたため，林相の遷移が早く進み，昭和初期の東山の林相は，全体

の景観を代表していたアカマツ林から，シイなどが優先する林相への変化の兆しが見

られた。これは，視覚的には明るい軽やかな山から緑濃い鬱蒼とした山への変化を意

味し，景観保護のための施業の必要性が専門家の間で議論の的になっていった。 
これを受けて，京都の国有林を管理していた営林局は，昭和４年の施業計画におい

て，景観保護の施業として，それまでの禁伐主義を否定する方針を打ち出し，早急な

樹木の更新を訴えた。 
昭和１１年の「東山国有林風致計画」では，室戸台風（昭和９年）で甚大な被害を

受けたため，災害に強い森林を造ること，市街地からの眺めとしてふさわしく，かつ，

林の中を散策したときに快適な森林を造ること，寺社の背景林の取り扱いについては

十分な注意を払うことなどをうたった。 
一方，文化財保護の面においても，明治４年の「古器物保存方」布告にはじまり，

明治３０年「古社寺保存法」などを経て，昭和４年には従前の法律を統合して「国宝

保存法」が制定され，京都の寺社建築が多数保護され，文化財的な修理事業が行われ

た。 
 

  戦後 

京都は第二次大戦による戦災が最小限にとどまったため，明治期の都市整備や開発

による景観が残された。しかし，戦後の開発や社会構造の変化により，歴史的景観や

自然風景が急速に失われていく。 
１９６０年代の高度成長政策期以降，開発の速度は加速化された。昭和３８年に名
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神高速道路が，翌年に東海道新幹線が開通し，京都の観光客は急激に増加した。モー

タリゼションの高まりと伴に，大規模な近郊開発として昭和４４年（１９６９）に事

業決定された大枝・大原野地区の「洛西ニュータウン」では，数万人の居住人口を有

する巨大な町が登場した。 
こうした急激な都市の変化に対応して，昭和４１年，古都保存法が成立し，建築な

どを含む開発の制限がなされることになった。また，昭和２５年制定の「文化財保護

法」により，文化財保護への関心と機運が高まった。また，寺社に限らず，歴史的町

並み，祭り，風俗から言語に至るまで，京都における様々なものが文化的な資源とし

て認識されるようになった。 
京都の戦後は，文化の大衆化，民衆化，国際化が求められた時期であり，文化設備

の充実がなによりも求められた。昭和３５年に京都会館，３８年に国立近代美術館京

都分館や府立総合資料館が完成し，４２年には歴史史料として貴重な「東寺百合文書」

（国宝）が購入された。また，宝ヶ池公園に国立京都国際会館が４１年に完成した。

京都市体育館・京都府立勤労会館・京都市青少年科学センター・京都府立文化芸術会

館・京都府立体育館・京都市国際交流会館・京都文化博物館・京都市歴史資料館など，

昭和の後半には，多様な文化施設が完成した。 

 

 

 

大正～昭和の代表的な建造物 

 この時代の代表的な建造物として，大正時代の旧京都中央電話局西陣分局舎（重要文化財）

や京都芸術センター（旧京都市立明倫小学校）（国登録有形文化財），京都会館などがある。 

      

            

          

 
写真1-18 京都芸術センター 

    （旧京都市立明倫小学校） 

 
写真1-19 京都会館 
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４ 京都の伝統文化 

京都は，文化の多様な要素が重層的かつ複合的に存在し，また，それらが 1200 年以

上にわたる歴史を通して市民の生活の中で受け継がれ，しかもそこから絶えず新しい文

化を創造するための創意と工夫を続けてきた都市である。 
今日この地に残る様々な優れた文化は，日本の都であったこととの関連で形成されて

きた。 
江戸時代においても多数の文人・芸術家がこの地に集まり，多様な文化芸術が生みだ

され，それが日本各地へと伝えられた。さらに，明治維新の後も京都の文化は近代的な

産業や大学との密接なかかわりの中で生き続け，今日に至っている。 
また，京都はあらゆる領域で日本文化の中心であったために，文化芸術が広く生活の

中に浸透し，享受され，ごく日常的な暮らしの中にも息づくこととなった。産業も，茶

道，華道，能楽などの芸術から精神的な影響を受け，逆にまたこれら様々な領域の芸術

を支えるかたちで発展してきた。 
食文化や伝統行事においても，長年蓄積されてきた知恵と伝統を守り続け，その中に

は，芸術文化や伝統産業にも深く関わり，少しずつ形を変えながらも発展し継承されて

いる。 
  文化，芸術 

ア 伝統文化 

(ｱ) 茶道 

茶の飲用は，奈良時代，天平元年（７２９）聖武天皇が中国の団茶を薬用とし

て百僧に賜ったのが始まりとされた。文治元年（１１８５）に栄西が茶の木を持

ち帰り栽培したのが京都における茶園の始まりで，以後日本各地で茶が栽培され

ることになり上流階級の間で茶の飲用が広まっていった。 
茶道の起源となる茶礼が始まるのは鎌倉時代で，元仁元年（１２２４），道元禅

師が永平寺を開き，正しい茶礼作法を決めたといわれて，南北朝時代になり,夢窓

疎石が京都に天龍寺を開いたとき，足利将軍の帰依を受け，禅宗の外部に対する

茶礼の儀式が行われた。 
室町時代になると，文明１５年（１４８３）足利義政が造営した，慈照寺の東

求堂内の四畳半の同仁斎で，大徳寺の一休禅師に参禅していた村田珠光が禅門の

儀式から茶礼を分離させ，新しい茶礼の方式を制定し，ここに「茶道」の基礎が

出来たとされる。 
その後，茶道は武野紹鴎に伝えられ，門下の一人である千利休において大成さ

れ，戦国武将の中で茶道が広がった。利休没後，千家は利休の子，少庵により復

興され，孫の宗旦の三人が「武者小路千家」，「表千家」，「裏千家」を興し，三千

家の基礎ができあがった。 
江戸時代になると，徳川家に小堀遠州が茶道の侍者となり，茶道が盛んとなり，

諸大名も茶道の宗匠を抱え，京都の各家元も大名の招きに応じて出仕するように
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なり，武家社会に茶道が定着していった。元禄期になると，茶道も町人社会に広

がり，町人自ら習得すべきものとして位置づけられ，江戸後期に改版された『京

羽二重』の「茶湯者」の項を見ると，三千家や薮内家の他，現在も続いている久

田家，堀内家，速水家の名が掲げられ，多くの町人に普及していることがわかる。 
明治時代に入ると，茶道が女子の教養科目として組み込まれ，女の子の教養と

しての要素も加わり，今では美しい着物姿での華やかな茶会も行われるようにな

った。 
(ｲ) 華道 

平安時代，浄土信仰とともに仏前に花をそなえる「供華」が一般化された。 
また，貴族の間で遊びのひとつとして，花の美しさを競う花合わせが行われて

いた。室町時代の中頃になると，書院造が発達し，床の間や違い棚に花を飾るよ

うになり，日常の生活の場にも草花を飾ることが習慣となって，広まっていった。

これが華道の始まりである。華道の成立とともに，飾り方や華道の心を説いた書

「花伝書」が作られた。京都の六角堂（頂法寺）の住職・池坊専慶は，法会など

の催しに花を立てる「立花」に優れていて，後に生け花は池坊の家業となった。

その後，町人の住宅にも床の間が作られるようになると，生け花は町人の芸とし

て普及していき，江戸時代中期頃から，床の間に飾る生け花として「生花」が流

行し，華道は全国に広まっていった。近代以降，次第に華道は日常生活に欠かせ

ない身近なものと考えられるようになった。明治になると，男性が大部分を占め

ていた華道が，女学校の教科に取り入れられ，それ以後，女性の習い事として広

まっていった。 
(ｳ) 文学 

日本語のひらがなとカタカナが発達したのは平安時代である。それまでは，文

章は漢字だけで書くのが普通であった。平安時代は，世界でも稀なほど女性の文

学者が活躍した時代である。日記や随筆，物語などが書かれ，長編小説である紫

式部の「源氏物語」や清少納言の随筆「枕草子」など，現在親しまれている多く

の文学作品が生まれた。優れた文学作品が誕生した背景には，王朝貴族たちが教

養として身につけていた和歌の伝統がある。日本で初めての勅撰和歌集である「古

今和歌集」が作られ，宮中の人々は誰もが和歌に親しんでいた。「和泉式部日記」

や「源氏物語」にも，多くの和歌が挿入されて，登場人物の感情表現をよりきめ

細かで豊かなものにしている。 
鎌倉時代になり，武士の時代になると，戦や英雄，武将などを描いた軍記物が

生まれた。平安時代とは違って力強い文体が特徴である。平家一門の繁栄と滅亡

が書かれた「平家物語」は，琵琶法師によって語られ，文字の読めない人々にも

広く親しまれた。また，吉田兼好の「徒然草」と鴨長明の「方丈記」は，鎌倉時

代の随筆文学の傑作である。 
 



- 42 - 

イ 伝統芸能 

(ｱ) 雅楽 

歌と舞，管・弦・打楽器が一体となって繰り広げられる総合芸術が雅楽である。

もとは中国や朝鮮半島から日本に渡来した音楽と，神楽など日本古来の歌や簡素

な舞が一つにとけ合ってできたものである。宮廷音楽として貴族社会に取り込ま

れた平安時代には，日本独自の様式によるものも数多く生まれ，宮中はもちろん

神社や寺院で盛んに演奏されてきた。 
(ｲ) 能 

今から６００年程前に，大和（現在の奈良県）から京に上がってきた観阿弥・

世阿弥親子が都で大成した謡（能などの歌唱，謡曲）と舞を中心にした歌舞劇で

ある。能楽堂において『平家物語』や『源氏物語』などの日本の古典文学をはじ

め，登場人物を主役が能面をつけ，はなやかな装束を着て演じる。能には観世・

宝生・金春・金剛・喜多という五つの流派があり，京都では，観世流と家元が本

拠を構える金剛流が有名である。 
金剛流は，そのルーツは鎌倉時代にまでさかのぼり，室町時代には，「結崎座」

（現在の観世流），「外山座」（宝生流），「円満井座」（金春流）と並び春日の御神

事に携わる大和猿楽四座の一つに数えられ，「坂戸座」と呼ばれた。一座は金剛座

を名乗り，さらに金剛流へと発展した。その後，坂戸金剛家は後継者がなく廃絶

したが，分家格の京都金剛家が継承し，金剛家は京都で復活した。 
平成１５年には，旧金剛能楽堂の老朽化に伴ない，京の町衆や文化人との幅広

い交流も大きな力となって，新金剛能楽堂が竣工した。 
また，現存最古の能舞台は，西本願寺の「北能舞台」であり，国宝に指定され

ている。 
(ｳ) 狂言 

狂言は風刺を交えた滑稽な会話劇として成長した。能楽堂で能と能の間に上演

されるほか，最近は狂言だけの会も盛んに開催されるようになった。 
江戸時代に家元制度を取っていた流派としては，大蔵流，和泉流，鷺流の三つ

の流派が存したが，現在能楽協会に所属する流派として存続しているのは大蔵流

と和泉流だけである。その他に，室町後期～江戸初期には南都禰宜流という神人

を中心とした流派が存していたことが知られている。   
室町時代には盛んに活動していたことが諸記録によって窺われるが，江戸時代

に入ると急速に衰え，江戸初期には既存の流派（大蔵流など）に吸収されて消滅

したと言われている。その他にも無名の群小諸派が存在したようで，流派として

は既に滅んでしまった。京都では大蔵流茂山家の狂言が有名であり，大蔵流は猿

楽の本流たる大和猿楽系の狂言を伝える唯一の流派である。 
狂言を含め能楽は，平成１３年（２００１）に「人類の口承及び無形遺産に関

する傑作」として宣言され，平成２０年（２００８）１１月に無形文化遺産保護
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条約の人類の無形文化遺産の「代表一覧表」に統合された。 
(ｴ) 歌舞伎 

今から４００年前，出雲阿国が北野天満宮の境内で「かぶき踊り」を踊ったの

が始まりとされる。時代に傾いた服装や大胆な踊りが京都の町の人々の間で人気

を呼び，阿国が都から姿を消してからも，多くの模倣者が現れ，遊女が演じる遊

女歌舞伎（女歌舞伎）や，前髪を切り落としていない少年の役者が演じる若衆歌

舞伎が行われていたが，風紀を乱すとの理由から前者は寛永６年（１６２９）に

禁止され，後者も売色の目的を兼ねる歌舞伎集団が横行したことなどから慶安５

年（１６５２）に禁止され，現代に連なる野郎歌舞伎となった。 
江戸時代，能が武家社会の厚い保護を受けたのとは対照的に，歌舞伎はずっと

庶民の娯楽として発展してきた。平成１７年（２００５）には，能楽と同じく「人

類の口承及び無形遺産の傑作」として宣言された。 
四条大橋東詰めにある南座は，建築物としては何度も建て替えられているが，

江戸時代初期からずっとこの場所にあったという意味で，日本最古の劇場とも言

える。現在でも毎年１２月に顔見世興行が開かれ，大層なにぎわいとなっている。 
 

ウ 食文化 

(ｱ) 京料理 

京料理は，四季それぞれの材料を用いて季節感を出し，淡い味付けで素材を生

かしながら洗練された京焼・京漆器などの器と調和させ，盛付けの意匠にも工夫

をこらし，味覚と視角の両方で楽しめるのが特徴。根本は平安期の貴族社会の饗

宴に見られる。 

一方，仏教寺院での精進物
せ い じ も の

は，鎌倉期に請来した禅宗の食礼によって精進料理

へと発展，その後，南北朝期から室町期にかけて儀礼料理としての本膳が成立し

た。近世初頭には南蛮料理も受け止め，江戸期に入ると本膳料理にかわる新しい

会席料理が起こり，茶道の発展に従って形式が整った。元禄頃に料理茶屋が発達

する一方で大衆化が進み，仕出し料理も定着。また文化・文政期に京焼の繁栄期

があり，食器も多彩になった。 
江戸後期の料理屋は高瀬川や鴨川に沿って生洲・川魚料理，社寺門前の豆腐料

理，寺院の精進料理，街道口での即席料理などが主なものだった。今日，京都名

物として伝わるいもぼうや，鰊そば，鯖鮨，ハモ料理等を見ると，海から遠いこ

とによる魚介類の乏しさを干物や一塩もの，川魚などで補う工夫が伺える。 
この知恵と工夫が作り上げた京料理の例として，ハモがあげられる。ハモは小

骨が多く，調理しにくいため，昔はほかの地域でほとんど見向きもされない魚だ

ったと言われている。しかし，生命力が強く，海から遠い京都でも生きたまま手

に入ったため，京都では独特の骨切りという調理技術が発達し，上品で洗練され

たハモ料理を作り上げた。魚介類を食するのに条件が良いとは決して言えない京
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都において，知恵と工夫により，ハモは夏の代表的な京料理となったのである。 
(ｲ) 京野菜 

平安時代の京都は，人口数万人を抱える日本最大の都市であったが，三方を山

に囲まれた盆地で，海から遠いため，新鮮な海産物を運び入れることはとても困

難であった。 
そのため，朝廷をはじめ，都に住むたくさんの人々の食生活を支えるためには，

身近で手に入る新鮮な野菜を積極的に栽培する必要があった。こうした状況から，

朝廷への献上品として，中国大陸をはじめ，全国各地から様々な野菜や種が持ち

込まれ，それが次第に根付き，京都の土地に合った京野菜となって育つようにな

った。 
京都盆地は，山々から流れてきた土が南へ向かって広がり，扇状地となって豊

かな土壌が作り出された。その上，千年の都の歴史の中で排出された多くの人糞

が農業用肥料として周辺の農地に運び込まれた。その結果，野菜づくりに適した

肥沃な土地ができあがっていった。また，京都の盆地特有の気候が野菜づくりに

適した環境だと言われており，これらにより，長い間，京都で京野菜が作り続け

られてきた。 
(ｳ) 酒 

平安時代の初めから，宮中に「造酒司」という酒づくり専門の役所があった。

鎌倉時代になると，京都は酒の大生産地となり，室町時代の洛中洛外には３４７

軒もの酒屋があったようである。京都の伏見では，酒造りに合った伏流水（地下

水）が豊富だったことから，質の良い日本酒が造られるようになった。伏見で酒

づくりが盛んになったのは，豊臣秀吉が伏見城を築き，城下町を作ってからであ

る。 
江戸時代初期には高瀬川が開通し，伏見は港町・宿場町として発展し，それと

ともに伏見の酒も栄えた。産業としての酒造りが形成されたのはこのころで，多

くの酒造メーカーが生まれた。 
やがて明治時代になると鉄道が開通し「伏見の清酒」として全国に運ばれ，多

くの人々に知れ渡るようになった。 
(ｴ) 漬物 

漬物は奈良時代から食べられていたとされているが，漬物という名前は１０世

紀初めの書物に初めて書かれている。昔は野菜のとれない冬に備えて漬け込み，

保存食や食事の副食として食べていた。茶道が発達した室町時代，漬物が湯茶の

温度を加減するのに使われたり，聞香（お香を焚いて匂いを楽しんだり，お香の

種類をききわけたりすること。）では，味覚や嗅覚を休めるために食べられた。「香

の物」という呼び方はこの頃ついたと思われる。 
京都の代表的な漬物としてしば漬けや千枚漬け，すぐきなどがあるが，京都独

特の気候と良質の土壌・水で育てられた京野菜だからできる漬物である。 
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また，京都ではぬか漬けを「どぼ漬け」と呼び，家庭でも作られ親しまれてい

る。 

 

 

  伝統産業 

京都の伝統産業は，平安時代の「朝廷による政治，儀式に必要な用具，権威を示威

するために必要な用具」を生産した宮廷工業にその技術的ルーツが求められ，各種絵

巻物に見られるように「みやびの文化」とともに発達してきた。 
その後も，京都のまちは，応仁の乱をはじめとする戦乱，天災，火災，人災に度々

見舞われながら，その度に不死鳥のごとくよみがえり，「洛中洛外図屏風」や俳諧書「毛

吹草」や京案内誌「京羽二重」に明らかなように，江戸時代には我が国最大の手工業

都市として繁栄した。この悠久の歴史の中で培われてきた伝統産業の技術や感性は，

１９世紀以降，明治維新や第二次世界大戦という劇的な変化に対しても，並々ならぬ

努力と工夫を通して，今日に受け継がれてきた。 
このように，京都の伝統産業は，１２００年を超える歴史の中で，京都のまちを主

導する存在として発展してきた。 
京都市は，「伝統産業のまち」ともいわれ，京都と同様の伝統産業は他の地域にも

存在する。しかし，京都の伝統産業の特徴は，他の地域が単品種か少品種を生産する

にとどまるのに対して，業種が多岐にわたり多くの伝統工芸品等が現在も作られ，京

都市民だけでなく我が国国民の暮らしを支える役割を果たしている点である。これほ

ど多種多様の伝統産業を有する都市は，京都市以外にはなく，世界的にも稀有の都市

といえる。 

 

写真1-20 京都の食文化 
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写真1-21 西陣織             写真1-22 京人形 

  

また，これらの伝統産業が強い関連性を有して切磋琢磨していることも特徴である。

例えば，西陣織が京人形の衣装に，京石工芸品や京竹工芸品が造園の演出物にそれぞ

れ用いられているほか，京焼・清水焼や京漆器が京料理の器として，京表具や京指物

が部屋のしつらえとして用いられている。また，染織や陶磁器などデザイン（意匠）

の共有が行われるほか，友禅が扇面絵師であった宮崎友禅斎により考案されるなど，

相互に影響し合い，高品質な製品の生産につながっている。 
 

      

       写真1-23 京焼・清水焼             写真1-24 京漆器 

 

京都市内で企画され，生産される伝統産業製品は，「京もの」と称され，価格は高

いが，極度に細分された分業組織によって築き上げられた高度な技術や技法，平安京

建都以来の長い歴史の中で磨き抜かれた高度な感性，あらゆるジャンルの工芸品がお

互いに影響し合う恵まれた環境によって生産される他の産地の追随を許さない工芸品

であるとされる。     

   
          写真1-25 京友禅              写真1-26 京扇子 
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伝統産業製品の基本的な市場は，「和」文化であり，高度な技術，感性で生産され

る京都の伝統産業製品は，宗教，茶道や華道，能をはじめとする芸能など我が国固有

の文化の発展に欠くことができないものとして育まれてきた。また，これらの文化が

市場として伝統産業を支えているとともに，目利き，すなわち優れた使い手として，

その技術，感性を高める役割を果たしてきた。明治維新以降，生活の洋風化，生産シ

ステムの機械化など伝統産業を取り巻く環境が大きく変化する中で，「日本らしさ」を

維持する寺社の本山や茶道，華道の家元が京都にある意味は大きい。 
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  伝統行事 

古来から，京都は物資や情報が集中する都であるばかりでなく，山紫水明と言われ

る自然に恵まれたまちでもあった。そのような条件が，京都の人々の情緒豊かな感性

を育み，文学や芸能，茶道や華道などの文化を開花させ，産業を発展させた。 
こうした文化や産業は，祇園祭をはじめとする，葵祭，時代祭の京都三大祭や大念

仏狂言などの様々な伝統行事によって，衣装や道具，劇などとして目に見える形で表

わされている。 
また，伝統行事の中には，寺社仏閣で行われる祭礼行事のほかに，地域の担い手た

ちによる保存会や町内会で維持されている行事なども多くある。その一つとして地蔵

盆は，歴史と共に蓄積された文化で，暮らしの中に息づいた地域の身近な伝統行事と

言え，夏の終わりを告げる風物詩として継承されている。 
その他にも，やすらい祭や京都五山送り火，鞍馬の火祭など季節の風物詩となる伝

統行事が一年を通じて市内各地で行われており，伝統行事で季節の移り変わりを知る

ことができるのが京都である。  

 

  京都の名所 

京都は，日本史の主要舞台として，世界的にも稀有な １２００年という悠久の歴

史を重ねてきた。そのため京都には，現在もまちの至る所に様々な時代の歴史遺産や

文化が重層的に存在している。これらの文化や歴史は人々を惹きつけ，江戸時代には，

滝沢馬琴，司馬江漢らをはじめ数多くの人々が京都へ観光に訪れ，滞在し，あちこち

の名所や旧跡を訪れ，あるいは社参や仏参を行って都の四季を楽しんだ。また,この時

代に出版された当時の観光本である『都名所図会』が大ベストセラーとなるなど，京

都は，日本を代表する文化・産業・観光の拠点都市として発展してきた。  
明治以降，京都では，都市の伝統を持続させつつ，「京都策」と呼ばれる勧業政策

や市街地整備を含む総合的な都市政策を進め，近代的観光都市としての姿を構築して

きた。  
第二次世界大戦後，戦時中に廃止されていた観光課（昭和５年発足）を昭和２２年

写真1-27 京都五山送り火 
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写真1-28 京都・花灯路 

（１９４７）に復活させるとともに，昭和 ２５年（１９５０）には，国際文化観光都

市の建設を目指した「京都国際文化観光都市建設法」が制定されほか,昭和３６年（１

９６１）には，社団法人京都市観光協会を設立し，「京の冬の旅」をはじめとする数多

くの先駆的な取組を進めるなど，京都は日本を代表する国際文化観光都市として，常

に日本の観光をリードしてきた。 
平成１２年（２０００）には「観光客５０００万人構想」を宣言し，観光振興を都

市経営上の最重要政策の一つに位置付け，京都ならではの観光資源の創出や発掘，き

め細やかな情報発信，国内外からの観光客の受入環境整備など，多彩な施策を展開し

てきた。その結果，平成２０年の入洛観光客数は５０２１万人を数え，目標年次であ

る平成２２年より２年早く，念願の「５０００万人観光都市を実現するに至った。 

 
図1-17 入洛観光者数の推移 出典 「京都市観光調査年報 平成２０年（２００８年）」 

 

京都の観光地の中で多くの観光客が訪れるの

は清水寺や，嵐山，金閣寺，銀閣寺，南禅寺と

なっている。 
しかし,近年では，観光の形態が単なる名所・

旧跡を訪ねるものから，参加・体験型にシフト

してきており，西陣織・京友禅・草木染めなど

の染織体験や，京焼・清水焼などの陶芸体験，

茶道・華道などの作法体験，能・狂言・歌舞伎

などの芸能体験，京菓子の手作り体験など，京

都の文化・歴史にふれることによって，京都を味わったり，学んだりする人々も増え

てきている。 
京都観光のオンシーズンは桜の時期である３月～４月，ゴールデンウィークがある

５月，紅葉の時期である１０月～１１月であり，特に春と秋に集中している。そこで，
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冬季の閑散期対策として京都の歴史的文化遺産や町並みなどを「行灯」でつなぎ，京

都ならではの雅を醸し出す夜の風物詩「京都・花灯路」事業を平成１５年３月から開

催している。 
京都の観光客像をモデル的に表せば，日帰り・宿泊が３：１，中高年女性，リピー

ターということができる。特に１０回以上のリピーターが約６割を占めていることは，

京都観光の質の高さを示している。 
外国からも多くの観光客が訪れ，平成２０年，京都に宿泊した外国人は約９４万人

と，５年前と比べて２倍以上に増えている。国別で見るとアメリカが最も多く，次い

で台湾，オーストラリア，フランス，中国の順となっている。伝統的な日本文化の原

点である京都は，世界の中でも魅力あふれ，訪れてみたい代表的な観光地であること

から，観光立国・日本の先導的な役割を期待されている。 
  

  文化財の分布 

ア 京都市の重要文化財建造物等の概要（別表１）（平成２１年８月現在） 

京都市内には，２０１件の国指定重要文化財（建造物）として指定され，そのう

ち４０件が国宝に指定されている。重要文化財（建造物）の約８５％を占める１７

１件が社寺建築であり，平安時代から江戸時代までの各時代における，日本の代表

的な建造物を見ることができる。これらの多くは，旧市街地の外に位置していたた

め，天明や元治の大火などの災害を逃れた遺構であり，殊に東山地区には国指定の

社寺建造物が集積している。 
一方，旧市街地には，二条城や本願寺といった代表的な近世の社寺，城郭建築が

現存する他，近代以降の質の高い建造物（近代洋風建築７件，近代和風建築２件）

が指定されている。 
記念物では，４８件の史跡（うち３件が特別史跡），３５件の名勝（うち９件が

特別名勝），６件の天然記念物が指定されている。名勝には，日本を代表する庭園

が数多く含まれている。また，６件の重要無形民俗文化財が指定されている。その

うち，京都の代表的な祭礼である祇園祭については，祭礼が重要無形文化財に指定

されているほか，山鉾２９基が重要有形民俗文化財に指定されており，総合的な保

護措置が図られている点が注記されよう。 
また，昭和５１年に産寧坂地区，祇園新橋地区が重要伝統的建造物群保存地区が

選定されている。その後，嵯峨鳥居本地区，上賀茂地区が更に選定され，現在，京

都市内には合計４地区の重要伝統的建造物群保存地区がある。 
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図1-18 京都市の国指定文化財の分布 
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イ 京都市の重要文化財建造物等以外の文化財の概要（別表２）（平成２１年８月現

在） 

昭和５６年（１９８１），京都府及び京都市は，京都府文化財保護条例，京都市

文化財保護条例をそれぞれ制定した。同条例に基づき，国指定文化財に指定されて

いない文化財的価値の高い歴史遺産について指定・登録を行い，保護措置を図って

いる。 
京都府文化財保護条例に基づき，京都市内において，府指定有形文化財（建造物）

４２件，府登録文化財（建造物）６件，府指定史跡３件，府指定名勝１件，府指定

天然記念物６件，文化財環境保全地区１件，府指定無形民俗文化財１件，府登録文

化財（無形民俗文化財）２件が指定・登録されている。 
また，京都市文化財保護条例に基づき，市指定有形文化財（建造物）６８件，市

登録文化財（建造物）２４件，市指定史跡１４件，市登録文化財（史跡）１２件，

市指定名勝２７件，市登録文化財（名勝地）３件，市指定天然記念物２５件，市登

録文化財（動物，植物，地質鉱物）１０件，市指定有形民俗文化財８件，市登録文

化財（有形民俗文化財）３件，文化財環境保全地区９件，市登録文化財（無形民俗

文化財）３０件が指定・登録されている。 
この他，平成８年（１９９６）に施行された国の文化財登録制度に基づき，市内

において登録有形文化財（建造物）２６３件※が登録されている。 
京都市内には上記の指定・登録文化財等の他にも，文化財的価値を有する歴史遺

産が多数残されており，近代化遺産調査，近代和風建築調査，町家調査などを実施

して，積極的に保護措置を進めることを行っている。 
 
※国登録文化財の件数は原則として１棟１件という国の考え方により計上している。 
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図1-19 京都市の府・市指定文化財の分布 
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図1-20 京都市の登録文化財の分布 


